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● 上下水道料金値上げについての市民意見を聞け！ 

「川崎民主市政をつくる会」は 3 月 22 日、「上下水道料金・使用料を据え置くことを求め

る陳情」を市議会議長に提出し、受理されました。 

 

 【陳情の主旨】 

 

川崎市の上下水道料金・使用料を据え置くことを求める陳情 

川崎市上下水道局は、来年４月から水道料金・下水道使用料を値上げすることを計画して

います。 

 

5 月末に発表された料金改定の「方向性」では、水道料金は 20％前半、下水道使用料は

10％前半の値上げを行うとされています。 

この割合の最大値で料金を試算すると、21 立方メートル使用する一般的な家庭で、上下水

道あわせて月 997 円、年間 11,964 円もの値上げになります。 

 

この間の物価高の中で、切り詰めることのできない公共料金の値上げは、市民生活を大き

く直撃します。 

生活に不可欠な水まで節約せざるを得なくなれば、市民の健康や命、衛生環境を脅かしか

ねません。 



 

水道・下水道は誰もが利用する「公共財」です。老朽管の更新など、どうしても必要な事

業については、市民の負担増に頼るのではなく、市の税金を投入するべきです。 

しかし上下水道局は、この生活に直結する料金改定について、市民へ直接説明する機会を

計画していません。 

 

条例案を議会に提出する前に、まずは市民にしっかりと説明をし、広く意見を聞いたうえ

で慎重に検討するべきです。 

 

【陳情項目】 

 

1.物価高に苦しむ一般家庭や小規模事業者の水道料金・下水道使用料の値上げをしないで

ください。 

 

2.条例案を議会に提案する前に、市内各地で市民への説明会を開催し、広く意見を聴いて

ください。 

また、拙速な提案はせず、市民の意見を十分に反映させる期間を設けてください。 

 

＜記者会見では＞ 

 

 翌日の 23 日には、市役所で記者会見を行い、事務局から 3 人が出席しました。 

 事務局長の吉根清博さんが「値上げそのものも問題だが、川崎市は、市議会議員だけに

説明を行い、9 月には値上げの条例改正を目指しているが、ここまで大幅に料金体系を変

えるのであれば、もっと、市民の理解を図る必要があるのではないか」と説明しました。 

 

 記者との質疑でも、川崎市の市民の声を聞かずに進めるやり方や、夏場の水道料金の無

料化を進める東京都との違いなどが話題になりました。 

 翌日の東京新聞地方版に大きく報道されましたが、もっと多くの市民に緊急に知らせな

ければ、9 月議会で決定されてしまいます。 

 

大変です。 

＜署名を集め、学習会を開き、川崎市に市民の声を伝えましょう！＞ 

 

 今回の署名は、市議会への説明を受けて、6 月 12 日から緊急に集めることを決め、陳情

受付締め切りの 22 日までの 10 日間の短期の取り組みとなりました。そのため、提出して

署名数は、119 筆にとどまっています。 



 陳情項目２で「条例案を議会に提案する前に、市内各地で市民への説明会を開催し、広

く意見を聴いてください。」を陳情したので、審議は 7 月中に行われる可能性があります。

読者のみなさん、ぜひ、追加署名にご協力ください。（I） 

 

署名用紙はここから →  

 

◆ 膨れ上がる事業費～PFI 方式：等々力緑地再編整備事業 

 

6 月市議会に提案された等々力緑地再整備に関連する議案がひどすぎると話題になってい

ます。 

6 月市議会の質疑の資料を参考に、問題点を報告します。 

 

＜等々力緑地のスポーツ利用料金の異常な値上げ＞ 

 

今回の改定により、テニスコートは 1.7 倍、サッカー場は 3.7 倍という、極めて大幅な利

用料の引き上げとなります。 

川崎市が定める「使用料・手数料の設定基準」では、改定前の使用料に比べて大幅な増額

となる場合、改定前の 1.5 倍を超えない額とする経過措置が明記されています。 

 

しかし今回は「改定ではなく刷新（？）」という理由で、この経過措置すら適用されず、利

用者にとって急激な負担増となりました。 

少年サッカークラブが部費を 4 倍に引き上げることができるでしょうか。 

 

テニスを楽しむ高齢者が、利用料が 1.7 倍になれば、今までのように利用することができ

るでしょうか。 

川崎市の説明は、利用者の実情や負担能力を十分に踏まえたものとは言い難く、理解に苦

しみます。 

 

公共スポーツ施設は、全ての市民が使えてこそ、健康増進等の目的が果たされます。 

市が改定の根拠として掲げる受益者負担は一見公平に聞こえますが、実際には利用できる

人が限定されてしまうといった不公平を拡大し、公共施設の本来の目的を損ないます。 

 

やはり、公園 PFI 方式は、市民本位でなく事業者の儲け優先なのです。 

しかし、市議会は多数決でこの値上げ案を了承してしまいました。ひどすぎます。 

＜等々力緑地再編整備費、さらに 94 億円も増額に＞ 

 

https://newkawasaki.jp/2026/06/28/post-5825/


今回の議案では、物価変動などを理由にして契約金額が約 94 億円も増額となりました。 

しかし、増額の中には、物価高騰以外に、新たな項目（什器や備品）を今ごろになって追

加しています。 

 

新陸上競技場、サッカー、テニス場の什器や備品の整備等を行う予算が約 4.5 億円にも上

ります。 

また、今後追加される新アリーナの VIP ルームの什器・備品や球技専用スタジアムの什

器・備品の整備等の予算は全く未知数です。 

 

昨年まちづくり委員会で審査された陳情 141 号「現等々力アリーナの存続を求める」陳情

の資料には、現アリーナの存続よりも新アリーナ整備の方が事業費で約 33 億円安価にな

ると示されていました。 

そこに備品整備費用等は一切計上されていません。 

 

本来必要である費用を概算でさえ含めずに、新アリーナ整備の方が安価であると示した陳

情資料は不正確であり、市民の陳情をつぶすための誘導としか考えられません。市のやり

方はひどすぎます。 

これが、設計、整備、運営、全て丸投げする PFI コンセッション方式の実態です。 

 

全体の事業費がいつまでたっても見えてこない、最初は低く見積もって徐々に事業費が吊

り上がっていく典型例です。 

総事業費がどこまで吊り上がっていくか、全くわかりません。 

 

この議案に対し、日本共産党以外の会派は、賛成しています。これも呆れます。 

川崎市は、事業費が膨れ上がる PFI 手法による等々力再編整備を、もう一度、撤回も含め

てスタートから見直すべきではないでしょうか。    

 

▲ お知らせコーナー 

 

① ミニ企画展「尊厳ある生を考える人権ポスター展」 

 7/12（日）まで 

 平和館屋内広場にて 

 市民の平和に対する理解を深めるため、「人権」を解説したパネルと芸術を専攻する学

生が制作した、人権について考えるきっかけとなるポスター40～50 点を展示します。 

 〒211-0021 川崎市中原区木月住吉町 33-1 

 川崎市市民文化局平和館 電話 044-433-0171、 



 ＥMail 25heiwa@city.kawasaki.jp 

 詳しくはこちら 

 

② ゆめシネマ「もったいないキッチン」延期上映会 

 7/4(土) ①9 時 ②11 時半 

 一般；1000 円 

 当日;1500 円 

 学生以下・障がい者；500 円 

 お問合せ；044-433-3003 ゆめホール 

 cinema@kawasakiyume.com 

 詳しくはこちら 

  予告ビデオ 

 

③プレ学習会「武器なき斗い」は今も 

 7/4（土）14 時～16 時 

 ゆめホール 

 講師パート 1 楜沢健さん（文芸評論家） 

 講師パート 2 児玉俊明さん（NKA プロモート代表） 

 参加費 500 円 

 主催 映画「武器なき斗い」上映実行委員会 

 連絡先 080-5694-6115（君嶋） 

 詳しくはこちら 

 

④ アイツリーを使って樹木の価値を測る実習会 

 7/15(水)13 時半～16 時 

 集合 等々力緑地内「とどろき会館」 

 第 1 部 加藤顕先生（千葉大学）による講義 

 第 2 部 等々力緑地で、大学生とアイツリーによる調査 

 参加費 300 円 

 主催 等々力緑地を守る会 

 連絡先 市古博一(090-7830-8030) 

 

⑤ ストップ・リニア訴訟 10 周年記念集会「やめよ！リニア中央新幹線」 

 7/18(土)13 時 30 分～16 時 15 分 

 エポック中原７階大会議室（定員 150 名） 

 問合せ(090-3910-8173） 

mailto:25heiwa@city.kawasaki.jp
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 第１部 本村伸子、山崎誠 

 第２部 JR 東海労働組合、日本科学者会議リニア問題研究委員会、他 

 連絡先 090-3910-8173（天野） 

 詳しくはこちら 

 

⑥ 2026 年給食無償化を求める署名スタート集会 

 7/26（日）13：30～15:30 

 総合自治会館（武蔵小杉駅下車） 

 参加費 300 円 

 ※スタート集会終了後、武蔵小杉サードアベニュー前で、15:40 から 16:10 っまで、第 1

回署名活動を行います。 

 

⑦ 川崎に「九条の碑」をつくろう スタート集会 

 お話・伊藤千尋／落語・寝床家道楽／腹話術・しろたにまもるとゴローちゃん／マンド

リン演奏:内堀均 

 7/30(木) 14 時から 16 時  

 多摩市民館大会議室  

 会費 500 円 (障がい者、学生無料)  

 主催 川崎に「九条の碑」を!実行委員会  

 連絡先 080-4058-1056 中村(多摩) 

 詳しくはこちら 

  

★編集後記 

 

今週の第 2 記事で、PFI 手法で進める等々力緑地再編整備の問題点が報告されました。 

 工事が本格化し、高い壁に覆われた中で、樹木の伐採が進み、工事はいよいよ本格化し

ています。 

 

この行きつく先を考えるとき、とても参考になるのは、公園-PFI 手法で先行実施した川崎

区の富士見公園の新テニスコート整備です。 

 6 月市議会で、共産党の後藤議員が取り上げた「テニスコート」の質疑には驚かされま

した。 

 

（市議会ホームページの録画ですぐ見ることができます。以下、質疑の様子を要約しま

す。） 

 

https://newkawasaki.jp/%E3%82%A4%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%88/ai1ec_event-5820/?instance_id=438
https://newkawasaki.jp/%E3%82%A4%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%88/ai1ec_event-5832/?instance_id=441


後藤議員 

 

2024 年 4 月に供用開始となった「新テニスコート」では、バス通り側の高木がすべて伐採

され、直射日光にさらされ熱中症リスクが高まり、温暖化対策に逆行するとの声が市民か

ら寄せられています。 

テニスコート周辺で撤去した高木は何本で、代わりに植栽した本数は？ 

 

緑政局長 

 

再編整備に伴い樹高 3 メートル以上の既存樹木を 162 本伐採し、新たに樹高 6 メートル以

上の大景木を 35 本、そのほか樹高 3 メートルから 6 メートル高木 51 本を植栽。 

 

後藤議員 

 

コート周辺で 162 本を伐採し、植栽は 86 本とのことです。 

本数は約半減しました。 

 

樹木による日陰が確保されるまでには時間を要します。 

コート周辺はほとんどの既存樹木が伐採されており、そこには保全すべき樹木も含まれて

いたと考えます。 

 

伐採の理由は？ 

 

緑政局長 

 

大会利用等のニーズを踏まえ、テニスコートを 10 面から 12 面へ拡張するとともに、施設

運営に必要となるクラブハウスやジョギングコース等の整備に係る用地を確保する必要が

あったこと、あわせて、防犯上の観点から、再編整備前の鬻蒼とした状況を解消するため

伐採した。 

 

後藤議員 

 

暑さ指数が 31℃以上の場合は「運動は原則中止」とされ、警戒アラート等の発表時には

2024 年は 68 件、2025 年は 110 件のキャンセルの申し出があったとのことです。 

気候変動により、運動が制限される状況が常態化していることがわかります。 

 



再編後のコート周辺には日陰がほとんどなく 2024 年には指定管理者が手持ちパラソルの

貸し出しで対応したものの、使いづらく利用者がフェンスに掛けたり、ブルーシートで日

除けを作ったりする状況もあったと聞いています。 

 

安全確保のため、本格的な暑熱対策の検討状況と具体的な計画は？ 

 

緑政局長 

今後の対応といたしましては、今年度中に常設の日よけ等を本市で整備する予定です。 

 

なんとも呆れた話です。 

 

テニスコートの南側の樹木をすべて伐採した結果、12 面に増やしたテニスコートには直射

日光が直接当たるようになり、夏場のキャンセルが増え、川崎市の責任で日よけ等を整備

することになった。 

富士見公園再編整備計画（2022 年 1 月策定）で、テニスコート周辺は「市民が様々に利用

できる緑に囲まれた空間を整備する」と明確に書いてあります。 

 

このあまりにひどいギャップが「美辞麗句」のまままかり通る、これが、川崎市が推奨す

る「公園-PFI」の現実なのです。(I) 

 

☆☆チェンジかわさき！☆☆ 

川崎民主市政をつくる会 

〒211-0011 中原区下沼部 1880 

お問い合わせ 

mailmag@newkawasaki.jp 

公式ホームページ 

https://newkawasaki.jp 

☆☆チェンジかわさき！☆☆ 
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